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「時は金なり（Time is money）」
「時は金なり（Time is money）」

３年生に進級して１ヶ月半余りが過ぎました。みんなは、これまでを振り返って、最高学年の一員と

しての自覚は備わりましたか？ そして後輩に良い手本となっていますか？

今月１３日の生活委員会でのこと。４月からこれまでの着ベル点検の結果が各クラス出されました。

１年生は入学してわずか、中学校生活に慣れようと着ベル違反者はほとんどいませんでした。２年生

はこの１ヶ月、なかなか軌道になれなくて、着ベル違反者も多かったと聞いています。さて三年生は・・

・・

各クラスの違反者数を見てびっくり、そしてがっかり・・・。どのクラスも違反者が二けた。一番多いクラ

スが７０人超え。一番少ないクラスでも２０人台。思い返せば、１年生の

時から時間は守る学年でした。着ベルなんて何の心配もしていませ

んでした。これまでできていたことが、なぜ３年生になってできなく

なってしまったのか。２年生まで２階で過ごしていたのが３年生に

なり４階になって、距離が遠くなったから？ ２階に比べて廊下が狭く、

混み合う中で座れなかった？ 他にも理由があるかもしれないけど、どんな

理由があっても時間は守るもの。『時は金なり』英語で“Time is money” 「時を 疎 かにしてはな

おろそ

らない。人が生きていく中で時間は大切にすべきもの。」 昔から言われていることわざです。今を大

切に生きること、そのためにも時間を無駄にしない。その意識があれば時間は誰でも守れるはずで

す。ましてや祇園中学校を引っ張っていくみんなです。後輩の良き手本となるためにも時間の始まり、

『着ベル』をしっかり守っていきましょう。

いよいよ中間テストです

先々週の１４日（水）に３年生になって最初の中間テストの範囲が発表になり、いよいよ来週テストです

が、それほど広くない範囲をどんな計画を立て、それを実行し、結果に結びつけていくかを描きながら積

み重ねてきたはずです。中学校生活最後の成績に直結する今回のテスト。集中する時間を増やすことが

結果につながりやすいと思います。一夜漬けのような詰め込み式は×。毎日地道な努力を直前まで実行し

よう。そして努力した分の結果を出そう！



〔今後の予定〕

５／２８（水）中間テスト１日目（４時間）給食⇒暮会⇒一斉下校

２９（木）中間テスト２日目、歯科検診（歯磨きセット持参）、（６時間）部活動午後練習から再開

６／ ３（火）放課後 生徒総会リハーサル

４（水）生徒総会（５，６校時）

５（木）眼科検診

９（月）夏服への完全移行スタート

１１（水）３年実力テスト（１ｈ国語、２ｈ社会、３ｈ数学）４、５ｈ授業

１２（木）３年実力テスト（１ｈ理科、２ｈ英語）３～６ｈ授業

１６（月）～２４（火）教育相談

君は３ヶ月の我慢ができるか？
自転車に始めて一人で乗れた日のことを思い出してほしい。

お家の方に連れられて空き地で自転車に乗る練習をした（かな？）、何度も転んで

すり傷を作りながら泣き泣き練習をした人もいるだろう。その時の君の自転車の上達は

どんな感じだっただろうか？ 「今日は一人で３ｍ乗れたよ。昨日は２ｍだけだったのに。じゃあ明日は４ｍ

乗れるね」という具合にはならなかったでしょう？ ある日、いきなり自転車に乗れる瞬間がやってきた。そ

して、その日は夢中になって自転車に乗り続けていたのではないか。上達はある日突然にやってくるのだ。

陸上競技に砲丸投げという種目がある。重たい砲丸を投げるのだが、毎日毎日投げていても記録は前

の日と同じ。こんな日をずっと繰り返す。我慢して毎日トレーニングしていたら、ある日突然記録がドン！と

伸びる。この繰り返し。勉強でもそうだ。よく聞く例が、英語の聞き取り。本格的に英語を勉強している人が

よく言うことだが、最初は外国人が普通にしゃべっている英語が何のことやら、さっぱり分からないのだが、

我慢して学習を続けていると、ある日突然、英語を意味のある言葉として聞き取っている自分に気づくと

いうのである。それが３ヶ月が経とうとするところであるそうだ。

学校の勉強も同じ。さあ、３年生になったことだし・・・と思って始めた受験勉強。でも、なかなか目に見え

る効果が出てこない。点数も上がらない。いったいいつになったら成績が上がるのか・・・。本当に一生懸命

勉強を始めて、目に見えて成績が上がり始めるのは、どのくらい日数がたっ

た後だと思う？ これまでの経験や読んだ本から総合的に判断すると、

答は９０日から１００日を過ぎてから。つまり３ヶ月後。 ということは、６月

から本当に真剣になって勉強を始めたとすると、夏休み明けの期末テ

ストで成果が出始めるということになる。

どんなことにも、取り組んだ以上は３ヶ月後の成果が出るまでは、頑張っ

てみないともったいない。


